
論

説
(
そ
の
二
〉

産
業

・
物
価
等

潤
の
少
い
配
給
業
あ
た
り
で
は
輸
送
途
中
の
ロ
ス
等
を
過
大
に
申
告
し
、
之
を
横
流
し
す

る
等
の
手
段
を
用
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
(
電
球
、
ガ
ラ
ス
等
に
多
い
)。

出

増

資

:
:
:
製
塩
業
、
臨
油
業
方
面
で
は
相
当
増
資
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
一

般
に
は
資

金
調
整
法
廃
止
後
も
些
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。

J4
は
管
下
の
企
業
が
会
社
組
織
と

言
っ
て
も
殆
ど
個
人
乃
至
同
族
会
社
で
あ
る
た
め
新
資
本
の
導
入
に
付
て
は
資
産
評
価
替

不
可
能
で
め
る
今
日
之
を
忌
避
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
金
詰
り
企
業
の
株
主
の
多
〈
が
現

在
資
力
が
少
な
い
こ
と
に
原
因
す
る
。

国

間

金

融
;
:
・
総
体
的
に
金
額
も
小
さ
く
〈
一
回
の
貸
付
は
せ
い
品
、
l
最
高
五

O
万
円
程

度
)

一
一
部
商
白
筋
が

一
時
的
に
依
存
す
る
と
と
は
あ
っ
て
も
、
相
当
の
会
社
筋
が
之
に
依

存
す
る
と
い
ふ
事
例
は
ま
だ
殆
ど
聞
か
な
い
。

現
在
迄
の
処
各
企
業
が
と
っ
て
い
る
対
策
は
概
ね
右
の
如
き
で
あ
り
、
経
営
の
合
理
化
過
剰

雇
仰
の
整
理
等
積
極
的
対
策
を
と
っ
て
い
る
業
者
は
殆
ど
な
い
状
態
で
あ
る
。
然
し
今
迄
の
処

は
此
の
程
度
の
弥
謎
策
で
何
と
か
切
抜
け
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
愈
ミ
近
含
将
来
に
於
て

は
整
理
恐
慌
に
臆
面
不
可
避
の
情
勢
に
各
企
業
と
も
漸
〈
之
が
対
策
に
つ
き
真
剣
味
を
帯
び
て

来
た
こ
と
は
一台
め
な
い
事
実
で
あ
る
。

N
リ
比
俄
推
移
す
れ
ば
企
業
は
ど
う
な
る
か

企
業
の
金
詰
り
経
営
雌
は
以
上
総
観
し
て
各
般
企
業
の
一
般
現
象
と
認
め
ら
れ
る
。
而
し
て

そ
の
先
生
の
原
因
と
し
て
止
産
企
業
に
於
て
は
原
材
料
の
配
給
不
足
、
制
安
ス
ト
ッ
ク
の
枯

渇
、
高
値
の
問
依
存
に
椴
源
の
存
す
る
こ
と
を
観
察
し
た
訳
で
あ
る
。
従
っ
て
企
業
の
今
後
に

於
け
る
推
移
は
客
観
的
状
勢
に
急
激
な
好
転
を
別
待
出
来
な
い
限
り
企
業
の
経
営
難
の
打
開
は

容
易
な
も
の
で
は
な
い
。
従
て
今
後
金
詰
り
は
激
化
し
企
業
の
拘
紋
を
促
進
す
る
こ
と
は

一
応

不
可
避
と
考
え
ら
れ
る
。
然
し
昨
年
末
頃
企
業
金
詰
り
の
芦
の
極
め
て
探
刻
な
も
の
が
あ
っ
た

の
に
対
し
、
其
の
後
数
ヶ
月
を
経
て
而
も
ζ

の
附
多
額
の
納
税
の
賦
訓
附
さ
れ
た
外
、
克
行
減
退

に
よ
る
収
入
滅
等
を
見
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
今
日
猶
管
下
大
・部
分
の
企
業
は
金
詰
り
を
何
と
か

切
抜
け
て
来
て
い
る
突
状
も
等
閣
に
附
し
難
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

企
業
自
体
と
し
て
も
金
結
り
の
結
果
企
業
の
合
問
化
を
愈
R
推
進
せ
し
め
る
こ
と
を
要
す
る

段
階
に
立
至
っ
た
が
、
こ
の
気
仙
は
経
営
者
側
の
み
な
ら
ず
、

一
部
労
働
者
側
に
も
強
く
現
わ

れ
て
来
て
い
る
か
ら
、

一
般
企
業
は
之
に
よ
っ
て
経
営
の
改
普
維
持
が
図
ら
れ
縛
る
も
の
と
考

--L.. ノ、

え
ら
れ
る
。

尤
も
前
記
の
如
く
土
建
業
の
如
き
現
在
の
情
勢
が
続
く
な
ら
ば
、
整
理
は
更
に
促
進
せ
ら
る

る
こ
と
不
可
避
と
見
ら
れ
る
。
又
新
興
商
事
部
内
に
於
て
も
略
ミ
同
様
の
事
態
が
予
想
せ
ら
れ

る
。
然
し
乍
ら
現
在
の
如
く
非
能
率
工
業
の
濫
立
、
間
企
業
の
肱
患
の
状
態
に
鑑
み
或
る
程
度

の
淘
訟
は
必
然
で
あ
り
、
又
当
然
行
わ
る
べ
含
で
あ
ろ
う
。
(
高
松
支
店
久
米
)

我
因
物
価
体
系
の
不
均
衡
に
つ
い
て

昭
和

m
-m
--

次

一
、
ま
え
が
き

二
、
最
近
に
於
け
る
我
国
物
価
の
腕
貨
物
串

山

公

定

価

柏

凶

開

価

絡

三
、
最
近
に
於
け
る
日
米
航
買
力
の
比
較

四
、
価
格
体
系
不
均
衡
の
要
因

五
、
結

び

日

一
、
ま
え
が
き

最
近
単

一
レ
l
ト
設
定
の
機
運
が
漸
次
濃
化
す
る
に
至
っ
た
の
で
之
が
可
否
を
論
ず
る
為
の

一
資
料
と
し
て
最
近
に
於
け
る
我
国
物
価
の
桝
造
並
に
日
米
購
買
力
の
比
較
を
通
じ
て
我
国
物

価
休
系
が
如
何
に
不
均
術
で
あ
る
か
を
実
証
し
て
み
た
い
。

ニ
、
最
近
に
於
け
る
我
因
物
価
の
騰
貴
率

最
近
に
於
け
る
我
因
物
価
の
桃
造
宮
分
析
す
る
前
に
次
の
二
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

先
づ
綿

一
点
は
戦
時
中
よ
り
引
統
合
統
制
経
済
の
必
然
的
産
物
た
る
、
公
定
、
聞
の
二
本
立
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
此
両
者
は
各
々
其
領
域
を
右
し
、
凡
ゆ
る
物
資
の
正
常
な
る
需
給

を
歪
曲
し
て
い
る
。
従
っ
て
現
在
の
物
価
た
る
公
・夜
間
の
同
航
格
は
何
れ
も
正
常
の
意
味
の



物
価
で
な
い
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
点
は
右
の
様
な
二
つ
の
物
価
体
系
が
相
互
に
猿
引
し

つ
L
あ
る
と
と
で
あ
る
。
即
ち
数
次
に
亙
る
公
定
価
格
の
全
面
的
改
訂
は
一
面
公
定
価
格
の
開

価
絡
に
対
す
る
追
随
で
あ
っ
た
が
、
反
面
開
価
格
臓
貴
の
因
と
も
見
る
事
が
出
来
る
。

山
公
定
制
格
(
卸
売
価
格
)

終
戦
後
の
四
時
点
|

|
二
十
年
十
二
月
(
公
定
物
価
体
系
の
最
混
乱
期
)
一

一十
一
年
三
月
(
第

一
次
物
価
体
系
設
定
)
二
十
二
年
七
月
(
第
二
次
物
柿
体
系
設
定
)
二
十
三
年
六
月
(
第
三
次
物
価

体
系
設
さ
ー
ー
に
於
け
る
公
定
物
価
を

一
応
の
自
然
側
格
を
形
成
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
戦

前
の
昭
和
十
一
年
平
均
価
枯
に
比
較
し
て
其
倍
率
を
見
れ
ば
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

先
づ
昭
和
-
一十
年
末
に
付
見
る
に
、
第
一
に
、
消
費
財
、
生
産
財
の
各
品
目
共
極
め
て
不
均

獅
で
あ
る
。
其
較
差
の
最
大
の
事
例
と
し
て
は
、
消
費
財
で
は
、
鶏
卵
の
三
十
三

・
七
と
羊
宅

一
・
一

と
の
差
三
十
二
二
ハ
、
生
産
財
で
は
板
硝
子
の
二
十
一

・
五
と
硫
安
の
一

・
O
と
の
差

二
十
・
五
を
挙
げ
得
る
。
第
二
に
平
均
倍
率
は
終
戦
後
の
消
費
財
に
対
す
る
需
要
旺
盛
を
反
映

し
て
、
消
費
財
八
・
七
と
生
産
財
の
六

・
三
を
上
廻
っ
て
い
る
。

次
に
昭
和
二
十
一
年
三
月
第
一
次
物
価
体
系
に
於
け
る
公
定
価
格
に
付
見
る
と
、
消
費
財
、

生
産
財
共
各
品
目
は
引
続
き
不
均
衡
で
あ
る
。
其
較
差
の
最
大
の
事
例
3

と
し
て
は
、
消
費
財
で

は
、
鶏
卵
の
百
十
四
・
八
と
毛
糸
七

・
四
と
の
差
百
七

・
圏
、
生
産
財
で
は
板
硝
子
六
十
七
・

ムハ
と
硫
酸
六

・
三
と
の
差
六
十
一
・

=一
を
挙
げ
得
る
。
尚
平
均
倍
率
は
依
然
た
る
消
費
財
に
対

す
る
需
要
旺
盛
を
反
映
し
て
、
消
費
財
三
十
六
・
三
に
対
し
生
産
財
二
十
五

・
四
と
、
両
者
の

比
率
(
一

・
四一
一一
)は
、
前
期
(
一

・
三
八
)
に
比
し
拡
大
し
て
い
る
。

次
に
昭
和
三
十
二
年
七
月
第
二
次
物
価
体
系
の
形
成
に
際
し
て
は
、
従
来
の
経
験
に
雛
み
価

絡
相
互
間
の
均
衡
に
嗣
意
し
重
姿
基
礎
物
資
に
付
て
は
基
準
年
(
昭
和
九
i
十
一
年
平
均
)
の
平

均
六
十
五
倍
の
線
を
側
格
安
定
締
と
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
消
費
財
、
生
産
財
共
各
品
目
は
未
だ

不
均
衡
な
形
を
示
し
て
を
り
、
其
較
差
の
最
大
の
事
例
と
し
て
は
、
消
費
財
で
は
、
鶏
卵
二
百

二
十
九

・
六
、
毛
糸
二
十
一一
一
・
一
と
の
差
ご
百
六

・
五
、
生
産
財
で
は
板
硝
子
二
百
八

・
四
、

錫
二
十
六
・
九
と
の
差
百
八
十
一

・
五
を
挙
げ
得
る
。
又
平
均
倍
率
は
、
消
費
財
九
十
九

・

一
、
生
産
財
八
十
一

・
六
と
依
然
と
し
て
消
費
財
は
生
産
財
を
上
廻
っ
て
い
る
。

次
に
昭
和
二
十
三
年
六
月
、
第
三
次
物
価
体
系
の
形
成
に
際
し
で
は
、
重
要
基
礎
物
資
の
価

格
安
定
帯
を
基
準
年
(
昭
和
九

i
十
一
年
平
均
)
の
百
十
倍
に
引
上
げ
、
従
来
の
休
系
の
デ
コ
ボ

我
因
物
価
体
系
の
不
均
衡
に
つ
い
て

コ
を
補
正
し
た
に
も
拘
ら
ず
消
費
財
、
生
産
財
共
各
品
目
は
尚
、
不
均
衡
な
形
右
示
し
て
を
り

其
較
差
の
最
大
の
事
例
と
し
て
は
、
消
費
財
で
は
鶏
卵
四
百
六
十
六
、
毛
糸
六
十

一・

一・との

差
制
百
四

・
九
、
生
産
財
で
は
板
硝
子
四
百
八
十
八

・
七
、
錫
二
十
六

・
九
と
の
差
四
百
六
十

一
・
八
宕
挙
げ
得
る
。
又
平
均
倍
率
は
消
費
財
二
百
十
七

・
八
、
生
産
財
百
八
十
八

・
六
と
両

者
の
比
率
(
一

・
一
五
)
は
、
前
期
(
一

・
二
一
)
に
比
し
僅
に
縮
小
し
て
い
る
。

凶
閣
制
椅
(
小
売
価
格
)

終
戦
後
の
四
時
点

l
ム
一
十
年
十
二
月
(
生
鮮
食
料
品
、
日
用
品
の
公
定
価
椅
撤
廃
に
端
念

発
し
た
物
価
の
混
乱
期
)
二
十
一
年
四
月
(
経
清
緊
急
措
置
の

一
環
と
し
て
の
第
一
次
物
側
体
系

形
成
開
始
後

一
ヶ
月
〉
二
十
二
年
八
月
(
第
二
次
物
価
体
系
形
成
開
始
後

一
ヶ
月
)
二
十
三
年
六

月
(
最
近
)
ー
ー
に
於
け
る
聞
物
価
を
一
応
自
然
倒
絡
を
形
成
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る
戦
前
の
附

和
十
一
年
平
均
価
格
(
間
小
売
マ
ー
ジ
ン
推
定
平
均
二
割
五
分
を
以
て
小
売
側
格
に
修
正
)
に
比

較
し
て
、
其
倍
率
を
見
れ
ば
第
二
表
の
如
〈
で
あ
る
(
生
産
財
聞
価
絡
指
数
は
二
十
一
年
八
月

よ
り
存
在
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
為
、
前
記
四
時
点
の
前
二
点
は
消
費
財
の
み
で
あ
る
)
。

即
ち
先
づ
昭
和
二
十
年
十
二
月
(
消
費
財
の
み
〉
に
於
て
は
第
一
に
各
品
目
の
勝
賞
率
の
不
均

衡
は
公
定
価
格
の
場
合
と
問
様
著
し
く
、
其
較
差
の
最
大
の
例
は
、
塩
凹
百
三
十
五
二
一
一
と
牛

肉
三
十
七

・
八
と
の
差
、

一二
百
九
十
七

・
五
で
あ
り
、
第
二
に
、
平
均
倍
率
は
百
八
十
二
・
七

と
公
定
柿
柑
の
場
合
に
比
し
格
段
の
相
違
が
あ
る
。

次
に
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
に
付
見
る
と
、
第
一
に
、
全
面
的
な
消
費
財
高
を
反
映
し
て
各

品
目
の
脂
質
率
の
不
均
衡
は
幾
分
均
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
其
較
差
の
最
大
は
、
塩
の
五
百
二
十

三
・
五
と
牛
肉
の
八
十
と
の
差
四
百
四
十
三
・
五
で
あ
り
、
第
二
に
平
均
倍
率
は
、
二
百
五
十

三
・
九
と
前
期
に
於
け
る
騰
り
遅
れ
商
品
の
騰
勢
を
反
映
し
て
消
費
財
需
要
の
根
強
き
を
示
し

て
い
る
。

次
に
二
十
二
年
八
月
(
生
産
財
を
加
う
)
に
付
見
る
と
、

第

一
に
各
口
即
日
の
騰
貴
率
の
不
均
衡

は
著
し
〈
其
較
差
の
最
大
は
、
消
費
財
で
は
塩
の
四
百
四
十
五
・
六
と
鶏
卵
の
二
百
八
十
七

・

九
と
の
差
百
五
十
七

・
七
、
生
産
財
で
は
板
硝
子
一
千
百
八
十
六

・
一
と
銑
鉄
七
十
六

・
五
と

の
差
一
千
百
九

・
六
と
生
産
財
に
於
て
特
に
目
立
っ
て
い
る
。
第
二
に
消
費
財
、
生
産
財
の
平

均
倍
率
は
、
前
者
一
一一
百
六
十
六

・
九
、
後
者
三
百
五
十
六

・
五
と
、
公
定
価
格
の
場
合
(
二
十

ご
年
七
月
平
均
倍
率
、
消
費
財
九
十
九

・
一
、
生
産
財
λ
十
一

・
六
)
と
同
じ
く
消
費
財
需
要

，七



論

説
ハ
そ
の

二
〉

院
業

・
物
価
等

旺
盛
を
示
し
て
い
る
。

次
に
昭
和
二
十
三
年
六
月
に
付
て
見
る
に
、
第
一
に
、
消
費
財
、
生
産
財
共
各
品
目
の
勝
賞

率
は
、
依
然
と
し
て
不
均
衡
で
あ
り
、
其
較
差
の
最
大
は
、
消
費
財
で
は
、
米
中
ハ
百
九
十

一
・

九
と
鶏
卵
三
百
λ
十
四

・
七
と
の
差
三
百
七

・
二
、
生
産
財
に
於
て
板
硝
子

一
千
四
百
一

・
六

と
銑
鉄
百
十
五

・
八
と
の
差
一
千
二
百
八
ト
五

・
八
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
平
均
倍
率
は
補

資
財
五
百
五

・
四
、
生
産
財
五
百
四
十
五

・
一二
と
公
定
価
格
に
於
け
る
消
費
財
倍
療
の
優
位
に

反
し
、
生
産
財
指
単
の
挺
位
が
注
目
さ
れ
る
。
之
は
、
島
近
に
於
け
る
消
政
財
部
.
虫
山町間
の

一

端
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
云
え
よ
う
。

一-一
、
最
近
に
於
け
る
日
米
購
買
力
の
比
較

最
近
の
閣
内
物
制
構
造
は
前
述
し
た
如
〈
組
め
て
不
均
衡
な
も
の
で
あ
る
が
更
に
観
点
を
変

え
て
之
を
対
外
的
に
見
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
秘
相
を
呈
し
て
い
る
で
あ
ら
う
か
。
今
国
内
的

観
・
採
に
於
て
悩
上
し
た
品
目
の
若
干
に
付
最
近
の
本
邦
公
定
価
格
ハ
ご
十
三
年
六
月
の
改
訂
公

定
価
絡
l
卸
売
側
絡
)
と
米
国
卸
売
価
格
(
ジ
ャ
ー
ナ
ル

・
オ
ブ

・
コ
ン
マ
l

ユ
誌
に
よ
る
一
千

九
百
凶
十
八
作
六
月
卸
先
制
格
)
と
を
比
較
し
て
、
円
、
州
比
泌
を
見
れ
ば
筋
三
哉
の
如
〈
で

あ
る
。
即
ち
綿
一
に
、
消
州
民
財
、
生
産
財
共
各
品
目
の
円
山
比
率
の
不
均
術
が
目
立
ち
、
其
較

差
の
最
大
は
別
賞
財
で
は
、
牛
肉
六
百
八

・
六
九
と
・
制
糸
六
十
八

・
七
七
と
の
器
五
百
三
十

九

・
九
二
、
生
産
財
で
は
カ
ー
ボ
ン
一
千
三
百
二
十
九
・

O
一
ご
と
銑
鉄
百
三
十

・
コ
一七
と
の
差

一
千
百
九
十
八

・
六
六
に
及
ん
で
い
る
。
第
二
に
円
、
州
平
均
比
率
は
、
消
賀
財

二
百
九
十

九

二
一
二
、
生
産
財
四
百
七
十
八

・
七
一
と
な
っ
て
を
り
、
生
産
財
の
高
位
が
目
立
つ
が
、
之

は
最
近
に
於
け
る
我
国
生
・
並
財
の
生
産
能
率
の
低
位
に
必
一く
も
の
で
あ
る
。
又
消
費
財
梢
率
の

低
位
は
我
凶
企
料
価
棉
が
社
会
政
飯
上
低
位
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
結
県
と
思
わ
れ
る
。
第
一
一一
に

木
比
較
は
我
闘
の
公
定
制
格
を
以
て
し
た
点
に
沌
恕
す
る
必
袈
が
あ
る
。
何
俄
な
れ
ば
、
既
に

述
べ
た
知
く
我
国
現
在
の
需
給
は
公
定
、
問
の
両
側
格
闘
を
背
景
に
し
て
い
る
関
係
上
、
公
定

制
格
の
み
を
以
て
比
較
を
試
み
る
事
は
正
鵠
を
純
一
て
い
な
い
。
併
し
乍
ら
一
部
品
租
を
除
い
て

掲
上
品
目
の
大
部
分
の
間
側
絡
は
公
定
例
枯
を
上
姐
っ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
な
ら
ば
、
本
比

較
は
一
応
の
指
棋
と
し
て
見
る
ベ
含
で
あ
ら
う
。

回
、
価
格
体
系
不
均
衡
の
要
因

戦
後
我
山
の
物
側
桃
造
の
不
均
衡
は
上
述
の
所
に
依
り
、

略
明
ら
か
と
な
っ
た
が
抑
々
一
一
凶

)¥ 

の
物
価
桃
迭
は
、
其
問
の
経
済
社
会
の
凡
ゆ
る
袈
紫
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
磁
を
考

え
る
な
ら
ば
、
右
の
様
な
戦
後
我
国
物
価
の
特
性
は
戦
後
日
本
経
済
社
会
の
矛
盾
に
基
因
す
る

と
云
え
よ
う
。
而
し
て
更
に
其
矛
盾
を
分
析
す
れ
ば
次
の
四
点
に
分
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

即
ち
第

一
は
、
各
生
産
要
素
の
組
合
せ
が
著
し
く
不
合
理
と
な
っ
て
い
る
引
で
る
る
。
元
来

一
国
の
経
済
は
正
常
な
る
貿
易
を
通
じ
、
広
く
世
界
経
済
と
の
接
触
の
上
に
成
立
つ
の
宮
原
則

と
す
る
。
然
る
に
終
戦
後
再
開
さ
れ
た
我
国
貿
易
は
米
だ
迎
合
軍
の
厳
格
な
る
管
型
下
に
あ

り
、
之
が
為
政
国
経
済
は
戦
争
以
来
の
封
鎖
経
済
的
性
仙
刊
を
完
全
に
脱
却
し
た
と
は
云
ひ
蛾
〈

市
ろ
著
し
く
歪
仙
さ
れ
て
を
り
、
従
っ
て
、
其
縫
前
榊
造
内
・
怖
に
於
け
る
生
産
.
裂
紫
の
組
合

せ
ば
、
勢
い
不
合
理
と
な
ら
ざ
る
を
符
な
い
。

第
二
は
、
生
IM
一
設
備
の
損
耗
に
基
〈
生
産
能
率
の
低
下
で
あ
る
。
即
ち
我
国
の
生
産
設
備
は

全
般
的
に
戦
災
等
に
因
り
、
損
耗
著
し
く
且
其
鮒
却
も
組
め
て
不
充
分
で
あ
る
。
之
が
為
各
産

業
に
於
け
る
生
産
能
率
の
低
下
は
著
し
く
、
且
其
低
下
の
度
合
も
区
々
に
亙
っ
て
を
り
、
就
中

基
礎
生
産
財
(石
炭
等
)
に
於
け
る
低
下
市
中
は
帯
し
い
。

第
三
は
、
抑
制
給
而
の
拠
常
性
で
る
る
。
即
ち
戦
時
中
の
民
部
抑
制
は
敗
戦
に
問
り
プ
仰
に
燥

発
し
た
結
鋭
、
生
活
必
川市
品
を
中
心
と
し
た
消
釦
財
m.mKは
旺
盛
を
紙
め
、
又
附
則
的
遮
れ
は

あ
る
が
、
復
興
資
材
需
要
を
中
心
と
し
た
生
産
財
縦
長
も
亦
漸
増
の
傾
向
に
る
る
。
此
織
な
需

給
の
異
常
性
は
生
・
民
不
振
と
原
料
輸
入
の
困
難
に
凶
る
久
ト
ツ
ク
の
減
少
と
相
侠
っ
て
、
側
絡

不
均
衝
の
近
因
を
な
し
て
を
り
、
消
資
財
中
の
米
、
繊
維
品
説
に
生
・
桜
川
畑
中
硝
子
、
金
肥
た
る

硫
安
等
が
其
好
例
で
あ
る。

第
四
は
、
経
済
統
制
力
の
強
弱
で
あ
る
。
即
ら
政
・
附
の
経
済
統
制
力
は
必
一
般
生
-M財
部
門
並

に
米
昨
の
生
活
必
儲
口
川
部
門
に
於
て
山
小
川
し
〈
強
化
さ
れ
て
回
る
が
そ
れ
以
外
の
制
刊
に
於
て
は

そ
れ
釈
で
な
〈
、
従
っ
て
以
統
制
の
・
区
合
は
凶
ち
に
附
側
絡
を
左
右
せ
し
め
て
を
り
、
此
耶
は

既
述
の
要
因
に
凶
る
以
一
般
住
-M財
(
復
興
資
材
)
消
政
財
〈
生
活
必
需
品
)州
絡
の
山
位
を
更
に
推

進
せ
し
め
て
い
る
。

五
、
結

び

戦
後
我
国
物
価
柄
造
の
不
均
衡
と
其
安
凶
に
付
て
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
物
倒
が

一
国

経
済
抑
制
織
の
端
的
な
表
現
で
あ
る
以
上
、
此
織
な
一
小
均
術
は
と
り
も
な
ほ
さ
ず
現
在
の
我
関
経

済
組
織
の
帯
し
い
不
均
術
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
〈
公
定
価
絡
の
数
回
に
五
ゐ
大
幅
の



し
か
も
不
均
等
な
引
上
げ
を
認
め
て
き
た
我
国
の
物
価
体
系
は
一
木
為
替
殻
定
直
前
に
於
け
る

ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ー
の
場
合
に
比
し
遥
か
に
不
均
等
の
程
度
が
甚
し
い
も
の
と
推
測
せ
ら
れ

る
。
即
ち
一
本
為
替
設
定
前
に
於
け
る
ド
イ
ツ
並
に
イ
タ
リ
ー
の
戦
前
(
一
千
九
百
三
十
八
年

l

昭
和
十
三
年
〉
を
基
準
と
す
る
公
定
物
姉
崎
貴
率
は
、
夫
々
二
割
五
分
(
一
千
九
百
四
十
六
年
十

一
月
〉
六
十
倍
(
一
千
九
百
四
十
七
年
十
月
)
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
我
国
の
公
定
価
格
は
所
・
間

基
準
時
(昭
和
十
一
年
)
制
格
に
対
す
る
最
近
の
公
定
価
格
倍
率
(
卸
売
価
格
)
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一
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Z
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0
・九凶
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・入
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・九O

円格

十

年

側
格
安
定
帯
合
戦
前
(
昭
和
九
|
十
一
年
平
均
)
の
百
十
倍
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

不
均
等
性
が
前
記
=
国
の
其
れ
を
遁
に
凌
ぐ
可
能
性
あ
り
と
推
定
し
て
も
さ

L
て
危
険
で
は
な

い
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ー
が
一
木
為
替
を
採
用
し
た
か
ら
と
云
っ
て
無
条
件

に
一
本
為
替
を
設
定
せ
よ
と
云
う
こ
と
は
甚
だ
し
い
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
覚
悟
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
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ね
生
産
者
側
の
要
望
に
沿
っ
た
も
の

亜
炭
:
:
:
数
カ
月
間
の
赤
字
累
積
か
ら

一
応
解
肱
さ
れ
、
生
気
を
取
戻
し
た
が
最
近
の
石
炭

事
情
と
卒
節
的
需
要
減
少
に
加
え
賃
金
高
勝
気
配
の
為
め
来
月
頃
か
ら
再
び
採
算
削
れ

必
至
と
見
て
い
る
。

木
炭
:
:
:
数
万
依
に
達
し
て
い
た
山
元
滞
貨
が
続
々
主
常
ル
ー
ト
に
出
荷
さ
れ
始
め
、
駅
顕

在
貨
も
略
々
一
掃
、
生
・
麗
省
の
酬
明
疎
意
欲
も
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
。

ガ
ス
・
:
:
・
新
公
価
に
付
て
は
一
応
引
合
う
が
某
会
社
に
於
て
は
現
在
新
公
側
に
織
込
ま
れ
た

平
均
賃
金
に
対
し
約
二
倍
に
達
す
る
(
現
在
は
織
込
賃
金
を
僅
か
上
廻
る
)
賃
上
げ
要
求

が
行
わ
れ
て
居
り
、

れ
て
い
る
。

間

補

正

価
絡
が
生
産
省
の
要
望
よ
り
低
金
、
に
過

F
た
も
の

綿
織
物
加
工
賃
:・:・
業
占
申
荷
額
を
か
な
り
下
廻
っ
た
為
め
そ
の
対
慌
に
腐
心
し
て
居
り
、

能
京
地
進
、
経
費
節
減
を
真
剣
に
考
慮
す
る
段
階
に
至
っ
た
と
称
し
て
い
る
。

間
草
、
臨
製
品
・

:
:
閥
撃
は
貫
一
五

O
円
(
二
倍
引
上
げ
)
の
決
定
に
対
し
本
年
産
の
生
産
費

は
二
五

O
円
以
上
〈
現
在
の
閣
制
三

O
O円
以
上
)
と
な
り
、
尚
革
の
ま
L
処
分
す
れ
ば

到
底
採
算
が
と
れ
ず
、
-
方
取
締
り
が
厳
し
い
為
め
農
家
は
苦
し
い
立
場
に
置
か
れ
て

い
る
。
畳
表
の
新
公
価
は
現
在
の
闇
値
に
近
い
線
に
引
上
げ
ら
れ
た
が
木
年
産
の
高
い

コ
ス
ト
の
悶
草
を
使
用
す
れ
ば
新
公
価
に
よ
る
正
規
ル
ー
ト
へ
の
出
荷
困
難
が
予
想
さ

こ
の
経
過
如
何
に
よ
っ
て
は
甚
し
い
苦
境
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
居
り
、
ス
ト
ッ
ク
は
・
厨
を
つ
か
c
、
品
質
を
現
在
以
下
に
落
す
こ
と
も
不
可
能
で
前

途
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

。

塩
:
:
:
入
手
燃
料
が
新
公
価
基
準
と
な
っ
た
も
の
に
比
し
は
る
か
に
低
カ
ロ
リ
ー
で
あ
る
為

め
瓦
割
程
度
の
加
算
賠
償
金
を
要
求
し
て
い
る
が
、
業
者
と
し
て
は
極
度
の
資
金
難
か

ら
値
上
後
は
収
納
が
進
捗
し
て
い
る
。

藁
工
品
:
:
:
値
上
げ
率
も
低
く
、
絶
対
額
が
非
常
に
安
い
為
め
生
産
省
は
到
底
満
足
は
し
て

い
な
い
が
、
農
家
の
場
合
は
凶
的
が
紺
奨
物
資
〈
肥
料
)
の
盤
得
に
あ
り
、

E
最
近
は
生

産
過
剰
気
味
で
公
価
を
割
る
気
配
さ
え
あ
る
の
で
価
絡
の
点
は
些
し
て
問
題
と
し
て
居

四


